
 

1 

令和８年第２回鬼北町議会定例会一般質問通告書一覧表 

 

質問者 長尾 慶太 （一問一答方式） 

質問１．ガバメントクラウド移行と住民サービスの質的向上について 質問の相手 町長 

[質問要旨] 

国は自治体情報システムの標準化及びガバメントクラウドへの移行を進めており、本町においても

令和８年度予算に関連経費が計上されるなど、移行に向けた準備が進められている。 

一方で、全国の自治体では、当初期待されていたコスト削減効果に対し、実際には運用費増加への

懸念が示されており、本町においても導入延期やシステム事業者との再協議が行われるなど、町民理

解を得ながら進めていくことが重要な課題となっている。 

しかしながら、人口減少や職員数減少が進む中、今後の行政運営においては、単なるシステム更新

ではなく、「システムを業務に合わせる」従来型から、「業務を標準化しシステムに合わせる」考え方

への転換によって、業務効率化、情報共有、属人化解消を進め、将来にわたり持続可能な行政サービ

スを構築していく必要があると考える。また、ガバメントクラウド導入の目的は単なるデジタル化で

はなく、町民サービスの質的向上につながることが重要であり、高齢化が進む本町においては、窓口

負担軽減や手続き簡素化など、住民が実感できる効果が求められている。加えて、制度改正への柔軟

な対応や将来的な拡張性確保、災害時の業務継続性向上など、長期的視点で行政基盤をどのように整

備していくのかも重要である。 

以上を踏まえ、以下について問う。 

（１）ガバメントクラウド移行について、本町はどのような目的と効果を想定しているのか。また、

単なるシステム更新ではなく、将来の行政運営をどのように変えていこうと考えているのか。 

（２）令和８年度予算に計上されているガバメントクラウド関連経費について、現行システムとの運

用費比較をどのように見込んでいるのか。また、運用費増加が想定される中、町民理解をどのよ

うに得ていく考えか。 

（３）システム標準化によって、職員間の情報共有や業務の属人化解消、窓口対応改善など、職員の

働き方はどのように変化すると見込んでいるのか。また、町民対応の質向上へどのようにつなげ

ていく考えか。 

（４）ガバメントクラウド移行によって、町民サービスは具体的にどのように向上すると考えている

のか。また、高齢者を含めた住民の利便性向上へどのようにつなげていく考えか。 

（５）今後、人口減少や職員数減少が進む中、将来的な制度改正や行政需要変化に対応できる拡張性

や持続可能性をどのように確保していく考えか。また、将来的な運用費増加やベンダーロックイ

ンへの懸念についてどのように考えているのか。 
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質問２．高齢化の進展に伴う交通弱者対策及び観光振興を見据えた地

域交通のあり方について 
質問の相手 町長 

[質問要旨] 

鬼北町では高齢化が急速に進行しており、令和８年３月時点の高齢化率は町全体で 47.3％、日吉地

区では 62.2％、さらに一部地域では 90％以上に達している。今後、運転免許返納者の増加が見込ま

れる中、買い物や通院など日常生活に必要な移動手段の確保は喫緊の課題である。これまで地域で開

催した議会報告・意見交換会においても、「本当は免許を返納したいが、移動手段がないため返せな

い」「病院や買い物へ自由に行けない」といった切実な声が寄せられている。また、高齢者による交

通事故報道が相次ぐ中、安心して免許返納できる環境整備の必要性はますます高まっている。 

現在、町では乗り合いタクシー事業や、令和５年 12 月から開始したＫＩＨＯＣＡカードを活用し

たバス・タクシー運賃割引事業を実施しているものの、制度周知や運転手不足、地域間格差などの課

題も指摘されている。さらに、近永駅周辺賑わい創出プロジェクトをはじめとした観光振興施策を進

める上でも、町内周遊のための移動手段確保は重要な課題である。近年はＳＮＳの普及により、地域

の日常や分散した観光資源そのものが価値を持つ時代となっており、交通政策は福祉だけでなく観

光・地域経済を支える基盤としての役割も求められている。また、町はこれまでの答弁において、地

域交通の課題、運転手不足、地域間格差、地域主体輸送の必要性等について認識を示しているところ

である。 

こうした状況を踏まえ、交通弱者対策と観光振興の両面から、本町の地域交通のあり方について問

う。 

（１）高齢化の進展及び今後の運転免許返納者の増加を踏まえ、本町における交通弱者対策をどのよ

うに認識しているか。また、現在の公共交通施策で十分対応できると考えているのか。 

（２）令和５年 12 月から実施しているＫＩＨＯＣＡカードを活用したバス・タクシー運賃割引事業

及び乗り合いタクシー事業について、利用状況や効果をどのように分析しているか。また、制度

周知、運転手不足、地域間格差等の課題についてどのように認識しているか。 

（３）タクシー運転手不足により、利用したくても利用できない状況があるとの声もあるが、現状を

どのように把握しているか。また、ドライバー確保対策の現状と今後の取組について問う。 

（４）近永駅周辺賑わい創出プロジェクト及び観光振興を進める上で、観光客や来訪者の町内周遊に

係る交通手段についてどのように考えているか。また、交通政策を福祉だけでなく観光振興や地

域経済活性化を支える施策としてどのように位置づけているか。 

（５）交通弱者対策及び観光振興の双方に対応する新たな地域交通として、公共ライドシェアや日本

版ライドシェア、地域主体交通等の導入可能性についてどのように考えているか。また、実証実

験等を行う考えはないか。 
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令和８年第２回鬼北町議会定例会一般質問通告書一覧表 

 

質問者 程内 覺 （一問一答方式） 

質問１．三島ふれあいタクシーについて  質問の相手 町長 

[質問要旨] 

三島ふれあいタクシーの利用条件は、「65歳以上の高齢者」「運転免許証返納者又は免許証を持たな

い高齢者」「国道を走る宇和島自動車バス停から自宅のある住居までの距離が 100 メートル以上ある

高齢者」となっています。町から貸与していただいている普通乗用車を地元有志が運転手となり、利

用者を運んでいますが、より高齢者福祉向上のため以下について問う。 

（１）三島地区内であれば、自宅から所用地（例えば三島診療所）に行く場合は往復利用ができます。

しかしながら日吉診療所や北宇和病院までの往路は利用できますが、復路については、利用でき

ません。ふれあいタクシー設置から、時間も経ちました。諸条件も見直しはできないものか。 

（２）現状では、病院の往路のみしか利用ができません。町内の道の駅や大型店舗などに買い物に行

くときも利用できないものか。 

質問２．敬老会行事について  質問の相手 町長 

[質問要旨] 

新型コロナウイルス感染症以前には、各校区により敬老行事が地元の体育館等で開催されておりま

したが、数年前より該当者に弁当を配布していただくようになりました。 

それは、それでいい面もあることと感じていますが、お互い顔を見ながら近況を話し合う時間と場

所もあって良いのではないかと思い以下について問う。 

（１）これからの敬老行事は、弁当配布のスタイルが続くのか。 

（２）私が思うところは、理事者の尽力また、住民の皆さんのご理解のもと広見中学校もあのように

立派に建築されましたが、住民の多くの方々は、未だ中学校の建物を見ておられません。 

   そこで、毎回とは言いませんが、たまには、敬老会の対象者が一堂に会し、あの素晴らしい体

育館で、楽しみを共有する計画は立てられないか。 
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令和８年第２回鬼北町議会定例会一般質問通告書一覧表 

 

質問者 井上 博 （一問一答方式） 

質問１．広報きほくについて 質問の相手 町長 

[質問要旨] 

定例会の議員一般質問で、各議員の一番目の質問に関する主たる回答を掲載しているが、何故全質

問及び回答を掲載しないのか。だれが、いつ、このように取り決めをしたのか。 

質問２．鬼北町民間事業者等による賃貸共同住宅整備促進事業に

ついて 
質問の相手 町長 

[質問要旨] 

（１）この事業は、民間事業者等による良質な賃貸共同住宅の供給拡大をはかり、若者や子育て世代

等の移住及び定住を促進することを目的としているが、１戸あたり床面積 25 平方メートル以上

としているが、7.6坪、約 15畳は狭くないか。若者や子育て世代等と言っているが、町営住宅の

方が広いのではないか。 

（２）移住者は、何軒入居されているか。 

（３）現在４棟あるが、家賃はいくらか。 

質問３．鬼北町における鳥獣被害対策について  質問の相手 町長 

[質問要旨] 

鳥獣被害額は、2024年度の数字であるが、県内では５億 845万円、南予では３億 3,246万円である。 

当町では、どのような対策をとっているのか。 



 

5 

令和８年第２回鬼北町議会定例会一般質問通告書一覧表 

 

質問者 入田 伸介 （一問一答方式） 

質問１．町道の除雪について 質問の相手 町長 

[質問要旨] 

昨年の大雪の際は、積雪の多かった日吉地区においても町道の除雪がままならず、多くの住民の

方々が不自由な思いをされた。 

（１）除雪がスムーズに進まなかった原因をどのようにとらえているか。 

（２）問題解決に向けどのように対処しているか。 

（３）排雪方法や車両の離合場所の確保、除雪後の道路状況及び除雪のし忘れの有無等、除雪作業終

了後の確認を行っているか。 

質問２．ドローンを用いた防災・減災強化について 質問の相手 町長 

[質問要旨] 

いつ発生してもおかしくない南海トラフ巨大地震に加え、これから梅雨、台風等、風雨にまつわる

災害頻度が一年で最も増大する時期を迎える。 

令和８年度施政方針の中で町長は新たに、「ドローンを活用した防災・減災を推進し（中略）、被害

状況の早期把握や、孤立が予想される地区に対する物資の輸送・運搬など、生命に関わる物資の円滑

な供給体制の構築に取り組む」と表明された。 

（１）物資の供給は一時的・緊急的な対応を指すのか、長期間の孤立を想定した継続的な対応なのか。 

（２）具体的な詳細計画、あるいは孤立予想地区ごとの供給体制及び手段は策定されているか。 

（３）上記の取り組みに向けてどのような訓練が行われているのか。または行われる予定か。 
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令和８年第２回鬼北町議会定例会一般質問通告書一覧表 

 

質問者 兵頭 稔 （一問一答方式） 

質問１．水道事業について 質問の相手 町長 

[質問要旨] 

令和８年度施政方針５の（６）上下水道の整備と維持管理について、次のことを問う。 

（１）計画的に老朽化施設等の整備を行うとありますが、この老朽化施設は何か所ありますか、その

施設はどこか。 

（２）奈良地区、生田地区、日吉地区の一部の配水管耐震管更新工事とありますが、この配水管は、

老朽化による更新工事になるのか。 

質問２．町施設の維持管理について 質問の相手 町長 

[質問要旨] 

令和８年度施政方針、住民とともにつくる、共創のまち（４）行財政運営の健全化について、次の

ことを問う。 

（１）町が保有している施設の老朽化の状況や維持管理費用関係で、日吉地区の中央集会所が閉鎖（閉

場）になりましたが、後の処置について問う。 

（２）日吉地区にある、現在使用していない、老朽化している旧教員住宅の処置について問う。 

質問３．町所有のバス・マイクロバス乗務員について  質問の相手 町長 

[質問要旨] 

 磐越道マイクロバスの事故に関連して次のことを問う。 

（１）町営の通学バス及びマイクロバスの乗務員は、全員大型２種免許を取得しているか。 

（２）乗務員の健康診断は定期的に行っているか。 

質問４．ふるさと納税について  質問の相手 町長 

[質問要旨] 

 令和７年度のふるさと納税が対前年 1.6倍の 9,239万円となっております。次のことを問う。 

（１）増となった要因は何か。 

（２）令和７年度の金額を維持するための施策について問う。 
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令和８年第２回鬼北町議会定例会一般質問通告書一覧表 

 

質問者 今城 喜久生 （一問一答方式） 

質問１．鬼が城について 質問の相手 教育長 

[質問要旨] 

我々の子供の頃には郭公岳・東高月のあたりを鬼が城と呼び、天気の予想など、生活に密接に繋が

る山であった。 

 泉小学校の校歌は『鬼城の東 黒土の里』と聞き取り調査では昭和 22年には歌い続けられていたよ

うである。 

鬼が城の由来は、史実によると鎌倉時代の初期に家来の『鬼王』が亡き主人の霊を郭公岳の尾根筋

で弔いを始めた事による。この姿を見た村人が『鬼王の城』と敬意を込めて呼ぶようになった。ここ

を『古鬼が城』と国土地理院の地図にも記載されている。 

近年では、松野町の人は郭公岳を鬼北町の人は郭公岳と東高月を含め『鬼が城』と呼んでいる。そ

こで問う。 

（１）1193年に遡る歴史的な自然遺産の『鬼が城』の名称を俗称であれ、愛称であれ、幕末の頃に名

前を変えた『鬼が城山 山系の連山のひとつ』甘んじる事なく『鬼北町の鬼が城』として前に押

し出すべきと考えるが町の考えを問う。 

（２）鬼が城登山ルートを作るべきではないか問う。 

   現状の鬼が城北側登山ルート（成川林道は整備を要す） 

    例えば 成川林道→肩の尾根→高月山→東高月→鬼王峠郭公岳→中野川林道→等妙寺 

   新たに等妙寺から登って等妙寺に降りるルートを設定する。（行程が 1/3になる） 

        等妙寺→中野川林道→鬼王峠郭公岳→等妙寺尾根→等妙寺 

（３）鬼が城と慣れ親しんだ 1,010メートルの郭公岳・1,181メートルの東高月。後ろに控える高月

山 1,229メートル（四国百名山のひとつ・南予アルプスの最高峰）。この山々は山の姿が美しく、

鬼北町のシンボルとして、歴史遺産、自然遺産としてフューチャーすべきと考えるが町の考えを

問う。 
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令和８年第２回鬼北町議会定例会一般質問通告書一覧表 

 

質問者 中山 定則 （一問一答方式） 

質問１．行政手続のオンライン化について 質問の相手 町長 

[質問要旨] 

国は、デジタル社会の実現に向けて、自治体の行政手続のオンライン化を推進している。 

鬼北町の行政手続のオンライン化の状況等について次のことを問う。 

（１）現在、利用できるオンライン申請の行政手続の種類、その利用件数とオンライン申請の利用方

法等の周知方法について問う。 

（２）えひめ電子申請システム（鬼北町）でのオンライン申請手続きに対して、正確かつ迅速な事務

処理ができる体制となっているか。 

（３）今後の行政手続のオンライン化の具体的なスケジュールはできているか。 

質問２．宇和島圏域定住自立圏共生ビジョンについて 質問の相手 町長 

[質問要旨] 

平成 29 年３月に宇和島市と３町（松野町・鬼北町・愛南町）が「定住自立圏形成協定」を締結し

た。協定に基づき策定された「宇和島圏域定住自立圏共生ビジョン」について、次のことを問う。 

（１）令和７年度の移住・定住促進事業（移住フェア開催）の実施結果、重要業績評価指標及び翌年

度以降の取組み方針を問う。 

（２）第３期計画に向けて、産業振興分野において、第１期計画の観光の活性化に再度取り組んでは

どうか。 
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令和８年第２回鬼北町議会定例会一般質問通告書一覧表 

 

質問者 大川 正展 （一問一答方式） 

質問１．山林火災対策について 質問の相手 町長 

[質問要旨] 

昨年の３月岩手県大船渡市、岡山市、今治市、本年の４月にも岩手県大槌町と大規模な山林火災が

発生しましたが、地球温暖化により今後も増加すると言われています。山林率が高くまた林道が狭く

消防車が進入出来ない場所が多い、現在の鬼北町の山林火災のリスクをどのように認識しているか伺

います。 

（１）８年度施政方針の防災、減災強化にドローンを活用した防災、減災を推進しとありますが、現

在どのようなスケジュールで進んでいるのか。 

（２）四輪車では進入出来ない未舗装の狭い林道でも進入でき、人、水、機材も現場近くまで運搬で

きて、扱いやすい小型クローラ消防車両と初動対応の迅速化のために林道入口まで搬送する体制

を整備する考えはないか。 

 


